
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
意
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を
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う

年
に
」
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昨
年
度
に
引
き
続
き
令
和
４
年

度
も
倶
知
安
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し

た
森
で
す
。
改
め
ま
し
て

年
間

1

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
本
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
部
役
員
に
就
任
し
て

丸
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
ほ
ぼ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
出
来
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
や
経
験
し
て
い
な
い
事

業
も
多
く
手
探
り
状
態
で
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

昨
年
度
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
、
本
校
に
お
い
て
は

徐
々
に
学
校
行
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、

学
校
祭
も
規
模
を
縮
小
し
た
り
、

修
学
旅
行
も
当
初
の
計
画
を
大
幅

に
変
更
し
た
り
と
、
今
ま
で
通
り

の
形
で
の
実
施
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

様
々
な
場
面
に
お
い
て
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
我
々
大
人
以
上
に
状

況
に
適
応
し
精
一
杯
活
動
す
る
様
子

が
見
ら
れ
厳
し
い
環
境
に
お
い
て
も

着
実
に
成
長
す
る
姿
を
感
じ
ま
し

た
。
一
方
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
し
て

は
、
各
支
部
の
教
育
懇
談
会
を
か
ろ

う
じ
て
行
え
た
以
外
は
交
流
、
親
睦

行
事
も
行
え
ず
、
生
徒
の
支
援
に
つ

い
て
も
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず

歯
が
ゆ
い
１
年
で
し
た
。

今
後
は
徐
々
に
規
制
が
緩
和
さ
れ

元
通
り
の
生
活
に
戻
っ
て
行
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
得
た
教
訓
を
活
か
し
、
新
し

い
生
活
様
式
や
社
会
の
変
化
に
順
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
我
々

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
で
も
、
ど
ん
な
状
況

下
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
支
援
が

で
き
る
体
制
作
り
と
、
そ
の
為
の
強

固
な
組
織
づ
く
り
、
連
携
の
強
化
が

必
要
で
す
。
今
一
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

意
義
を
問
い
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
繋
げ
る
１
年
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す

最
後
に
、
令
和

年
度
は
倶
知
安
高

4

「
私
は
着
任
し
た
ば
か
り
で
倶
高

の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
た
ち
一
人
一
人
に
挨
拶
に
行
き

ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
倶
高
の
良

い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
」

と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
な
ん
と

か
６
月
下
旬
ま
で
に
こ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
校
の
様
子
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
る
材
料
と
し
て
「
２
・

３
年
次
生
が
教
え
て
く
れ
た
倶
高

の
良
い
と
こ
ろ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

答
え
て
く
れ
た
回
数
が
多
い
項
目

ご
と
に
上
か
ら
記
載
し
て
い
ま

す
。

生
徒
：
仲
が
良
い（
男
女
、
先
輩
後

輩
、ク
ラ
ス
）
明
る
い

元
気

優
し

い

あ
い
さ
つ
が
で
き
る

い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
生
徒
が
い
て

刺
激
を
受
け
る
い
じ
め
が
な
い

個

性
豊
か

学
年
の
生
徒
同
士
が
つ
な

が
っ
て
い
る

先
生
：
親
し
み
や
す
い

相
談
し
や

す
い

思
い
や
り
が
あ
る

授
業
が
分

か
り
や
す
い

授
業
内
容
が
良
い

話

し
か
け
や
す
い

親
切

先
生
と
生

徒
の
仲
が
良
い

質
問
し
た
こ
と
を

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

環
境
設
備
：
ト
イ
レ
が
き
れ
い

女

子
ト
イ
レ
の「
音
姫
」
学
校
か
ら
見

え
る
景
色
が
良
い

校
舎
が
新
し
い

わ
け
で
は
な
い
が
き
れ
い

ド
リ
カ
ム
・
進
路
：
ド
リ
カ
ム
を
通

じ
て
他
の
ク
ラ
ス
の
人
と
も
仲
良
く

な
れ
た

将
来
の
選
択
肢
が
広
が
る

夢
が
広
が
る

自
分
の
興
味
が
分
か

っ
た

ド
リ
カ
ム
の
お
か
げ
で
大
学
の

受
験
先
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た

雰
囲
気
：
勉
強
す
る
雰
囲
気
が
あ
る

ゆ
っ
た
り
・
ほ
の
ぼ
の
し
て
い
る

物
を
た

い
大
切
に
使
っ
て
い
る

自
由
度
が
高

い

得
意
な
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気

学
校
は
居
心
地
が
良
い

治
安
が
良

い部
活
：
た
く
さ
ん
の
部
活
が
あ
る

部

の
雰
囲
気
が
良
い

部
活
動
が
盛
ん

楽
器
が
た
く
さ
ん
あ
る

学
校
行
事
：
行
事
が
楽
し
い（
学
校

祭
が
楽
し
み
）
生
徒
も
先
生
も
力
が

入
っ
て
い
る

全
般
：
単
位
制（
好
き
な
こ
と
を
学
べ

る
）
学
校

シ
ャ
ツ（
伸
び
や
す
く
て

Y

着
心
地
が
良
い
、き
れ
い
）
悪
い
と
こ

ろ
が
少
な
い
学
校

毎
年
ク
ラ
ス
替
え

が
あ
る
の
で
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合

え
るご

覧
の
よ
う
に
、
一
番
多
い
回
答

は
「
生
徒
が
良
い
」
、
２
番
目
は
「
先

生
が
良
い
」
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
校
長
が
生
徒
か
ら
直
接
聞
き

取
っ
た
の
で
、
「
校
長
へ
の
配
慮
」

は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
「
学
校
の
主
人
公
で
あ
る
生
徒
自

身
が
良
く
、
生
徒
を
支
え
る
先
生
た

ち
が
良
い
」
と
生
徒
の
口
か
ら
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
保
護
者
の
皆
様
と
手
を
携
え
、

生
徒
の
成
長
に
貢
献
す
る
倶
高
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
年
次
の
保
護
者
説
明
会

が
で
き
、
制
限
は
あ
り
ま
し
た
が
学

校
祭
に
も
ご
家
族
に
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、「
よ
う
や
く
保
護
者

の
皆
様
に
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

見
て
も
ら
え
た
」
と
い
う
こ
と
に
喜

び

を

感

じ

て

お

り

ま

す

。

C
O
V
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の
た
め
に
、
こ
の
２

年
間
は
保
護
者
で
さ
え
も
、
学
校
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
こ
と
を
気
に
病
ん
で
お
り
ま
し

た
。「
よ
う
や
く
」
と
い
う
思
い
が
今

の
一
番
の
思
い
で
す
。
夏
休
み
以
降

も
予
定
通
り
に
教
育
活
動
が
で
き
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
せ

っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
学
校
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

さ
て
、
こ
の
４
月
に
始
業
式
の
「

校
長
式
辞
」
で
、
２
・
３
年
次
生
に

校
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
す
。

月
に
は
式
典
や
祝
賀

１０

会
、
講
演
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
白
樺
会
を
中
心
に
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

「
倶
高
の
良
い
と
こ
ろ
」

校
長

谷
川

敬
一



・

月

京
極
・
喜
茂
別
支
部
総
会
（
書
面
）

4
・

月

ニ
セ
コ
支
部
総
会
（
書
面
）

4
・

月

日
（
火
）
倶
知
安
支
部
総
会
（
書
面
）

5

31

・

月

蘭
越
支
部
総
会

9

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

（
釧
路
・
根
室
大
会
）
報
告

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

森

禎
樹

※各レクリエーション関係は、今後の

新型コロナウイルス感染症の状況を

みて開催の有無が決定されます。

◇支部対抗レクリエーション

◇パークゴルフ大会

◇町Ｐ連８校親睦スポーツ大会 等

令
和
４
年

・

月

日
（
火
）
第

回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

4

12

1

・

月

日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

4

28

・

月

日
（
土
）
北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

6

１１

第
７
２
回
大
会
（
ｗ
ｅ
ｂ
）

・

月

日
（
土
）
第
７
２
回
倶
高
祭
・
援
助

7

9

・

月

日
（
月
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
１
号
発
行

7

25

・

月

日
（
土
）
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

10

8

・

月

日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
２
号
発
行

12

22

令
和
５
年

・

月

日
（
木
）
第
２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

3

16

・

月

日
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
第
３
号
発
行

3

24

・
７
月

日
（
木
）
倶
知
安
支
部
教
育
懇
談
会

14

・
８
月

日
（
火
）
ニ
セ
コ
支
部
教
育
懇
談
会

23

・

日
程
未
定

蘭
越
支
部
教
育
懇
談
会

・

〃

京
極
・
喜
茂
別
支
部
教
育
懇
談
会

・

〃

催

真
狩
・
留
寿
都
支
部
教
育
懇
談
会

令
和
４
年
度
の
全
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
（
釧
路
・
根
室
大
会
）
は

６
月

日
に
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

１１

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
同

様
に
役
員
と
関
係
者
以
外
は
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
に
よ
る
参
加
形
式
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、
釧
路
市
出
身
の
作

家
桜
木
紫
乃
氏
を
講
師
に
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
を
聞
き
手
に

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
「
お
か
ん
ル
ー
ル
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
身
の
子
供
時

代
の
話
、
二
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て

た
話
を
通
し
て
、
家
族
と
は
、
人
生

と
は
、
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で

し
た
。
子
育
て
に
留
ま
ら
ず
、
桜
木

氏
の
思
考
や
生
き
方
、
人
生
観
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
素
晴
ら
し

い
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

分
科
会
Ⅰ
と
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
内
容
の
講
話
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
が
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
後
志
地
区
に
て
全
道

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
本
部
役
員

４
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
に
お
い
て
、
左
記
の
通
り
役

員
の
改
選
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
年
間､

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

顧

問

小

澤

修

会

長

森

禎

樹

副
会
長

片

平

結

香

〃

柿

崎

慎

二

〃

酒

井

一

康

〃

丸

田

修

史

〃

谷

川

敬

一

監

事

池

田

康

季

〃

松

田

希

理

事

高

田

直

紀

〃

赤

木

洋

一

〃

遠

藤

涼

子

〃

滝

澤

友

宏

〃

髙

橋

伸

次

事
務
局
長

髙

橋

康

庶

務

児

玉

春

彦

会

計

渡

部

洋

也



着

任

者

紹

介

今
年
度
、
７
名
の
教
職
員
が
本
校
に
着
任

し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
谷
川

敬
一

校
長

前
任
校
：
市
立
函
館
高
校

教

科
：
英
語

◆
今
井

秀
駿

教
諭

前
任
校
：
釧
路
東
高
校

教

科
：
数
学

年

次
：
２
年
Ａ
組

副
担
任

部
活
動
：
野
球
部

◆
熊
坂

憲
人

教
諭

◆
山
下

夢

教
諭

◆
川
俣

育
幹

教
諭

◆
伊
林

真
輝

教
諭

◆
佐
藤

律
子

実
習
助
手

前
任
校
：
標
茶
高
校

教

科
：
地
歴
公
民

年

次
：
２
年

組

副
担
任

D

部
活
動
：
サ
ッ
カ
ー
部

前
任
校
：
白
老
東
高
校

教

科
：
理
科

年

次
：
３
年

組

担
任

C

部
活
動
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
演
劇
部

前
任
校
：
根
室
高
校

教

科
：
英
語

年

次
：
１
年

組

担
任

B

部
活
動
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

倶高祭の様子

前
任
校
：
石
狩
南
高
校

部
活
動
：
女
子
テ
ニ
ス
部

第 72 回 倶高祭

2022.7.8～7.9咲

前
任
校
：
静
内
農
業
高
校

教

科
：
体
育

年

次
：
３
年

組

副
担
任

A

部
活
動
：
バ
レ

部
｜



野球部 陸上競技部

ソフトテニス部

女子団体戦 優　 勝 対2-1小樽桜陽

対3-0小樽潮陵

女子団体戦 優　 勝 対3-0小樽桜陽　（全道出場）

対3-0小樽潮陵

女子ダブルス 優勝 神・石見　（全道出場）

準優勝 丸田・阿部　（全道出場）

第３位 加賀・伊藤

女子団体戦 対1-2札幌新川　敗退

女子ダブルス 神・石見　   1回戦敗退

丸田・阿部　2回戦敗退

小樽支部高校国体予選大会 女子ダブルス 準優勝 加賀・伊藤

バドミントン部
男子ダブルス 第４ 位 藤暖人・土井大聖

男子シングルス 準優勝 藤暖人　（全道出場）

女子ダブルス ベスト8 松田ひなた・小幡穂花

藤暖人　 卓球部
１回戦　対名寄　2-0 男子シングルス 第３ 位 加賀　（全道出場）
２回戦　対札幌龍谷　0-2 第３ 位 北口　（全道出場）

男子団体 第３位 ベスト８ 稲田　（全道出場）

男子ダブルス ベスト８ 男子ダブルス 第２位 渡辺、工藤

第３位 北口、原田

男子シングルス 準優勝 藤暖人　（全道出場） 男子シングルス 第３ 位 加賀

女子団体 第３位 ベスト８ 北口

女子シングルス ベスト8 槙沢花音 ベスト８ 渡辺

藤暖人　 男子学校対抗戦 ３位

対 室蘭栄　１－２　敗退 男子ダブルス ３位 加賀、北口組

ﾍﾞｽﾄ８ 渡辺、森山

男子テニス部 ﾍﾞｽﾄ８ 日野、原田

第3位 中島・岡田 男子シングルス ３位 加賀

ベスト８ 中島 国民体育大会全道 男子シングルス 加賀、北口、稲田　出場

第４位 中島・岡田　（全道出場）

ベスト８ 岡田

サッカー部
準決勝

女子テニス部 3位決定戦

出場

第4位 中島

中島、萩野 男子バスケットボール部
予選リーグ

小樽地区国体予選 個人戦シングルス 出場 決勝リーグ

男子バレーボール部

女子バスケットボール部
倶知安0-2桜陽

倶知安0-2潮陵

倶知安0-2未創

少林寺拳法部
女子バレーボール部

放送局
剣道部

男子団体 準優勝

個人戦　男子 準優勝 西村　

第4位 伊山 ※水泳
松川　2回戦敗退

佐竹　初戦敗退

個人戦　女子 優勝 森井 北海道高等学校選手権水泳競技大会

個人戦　男子 西村　予選トーナメント初戦敗退

伊山　〃 2回戦敗退

個人戦　女子 森井　〃 ２回戦敗退

少年男子の部 西村　予選ブロック敗退

少年女子の部 森井　予選ブロック敗退

令和4年（2022年）度　部活動大会結果（～7月9日）

対　桜陽    　1-3　敗退

対　潮陵    　4-0　（3位）

50m自由形　篠﨑、成田

＊全道大会出場結果

※本校部活動外

春季北海道高等学校
野球大会小樽支部予選

１回戦　倶知安　 20-9    倶知安農業・寿都・蘭越連合

２回戦　倶知安     4-1    小樽潮陵

準決勝 倶知安     0-19   北照

全国高等学校野球選手権大会
南北海道大会小樽支部予選

１回戦　倶知安　  0- 1　  小樽潮陵　　　敗退

ハイスクールジャパンカップﾟ
南北ブロック予選会

女子ダブルス 神・石見　   １回戦敗退

小樽支部高等学校
春季団体ソフトテニス大会

高体連小樽支部
ソフトテニス選手権大会

北海道高等学校
ソフトテニス選手権大会

小樽地区高校春季
バドミントン選手権大会

国体北海道予選 男子シングルス
国民体育大会

卓球競技後志予選会

高体連小樽支部
バドミントン選手権大会

藤暖人・土井大聖、
伊藤柊・淵野智陽

春季小樽支部
高等学校卓球大会

北海道高等学校バドミントン選手権大会 男子シングルス

北海道高等学校卓球競技
選手権大会小樽支部予選会

小樽支部春季テニス大会
個人戦ダブルス
個人戦シングルス

高体連小樽支部選手権大会
個人戦ダブルス
個人戦シングルス

北海道高等学校卓球競技
選手権大会全道大会

男子シングルス 加賀

小樽支部高等学校
テニス選手権大会

個人戦ダブルス
中島・岡田
対 札幌第一　０－６　敗退

小樽地区春季
選手権サッカー大会

小樽支部春季テニス大会
個人戦ダブルス
個人戦シングルス 高体連小樽支部大会

１回戦
準決勝

対  水産　    ５-２　勝利
対　桜陽　    1-1 （PK4-5)  敗退（3位）

小樽支部高等学校
テニス選手権大会

団体戦
個人戦ダブルス
個人戦シングルス

第３位
第４位
出場

高体連小樽支部バスケットボール
選手権大会

対　桜陽　 84-83
対　岩内　 73-97
対　潮陵　 44-122
対　水産　 124-57

小樽・後志高等学校
春季バレーボール大会

出場辞退

北海道高等学校
総合体育大会小樽支部

第４位
（0勝３敗）

高体連小樽支部バスケットボール
選手権大会

予選ﾘｰｸﾞ 対小樽水産　44-45　敗退

第４１回北海道高等学校少林寺拳法選
手権大会

兼　第４９回全国高校選抜少林寺拳法
競技北海道予選大会

女子自由組演武：片平・打田組　決勝進出
女子自由単独演武：篠崎　決勝進出
女子見習単独演武：山本　重森　決勝進出
女子団体演武：出場

小樽・後志高等学校
春季バレーボール大会

出場辞退

北海道高等学校総合体育大会
小樽支部

予選リーグ敗退 対未来創造　2-１　敗退
対双　　　葉　2-0　敗退

NHK全国高校放送コンテスト
後志支部大会

朗読部門　第2位　戸田（全道出場）

高体連小樽支部剣道大会

高体連小樽地区大会
50m自由形　第1位　　篠﨑（全道出場）
50m自由形　第2位　　成田（全道出場）

北海道高等学校剣道選手権大会

国民体育大会剣道競技選手選考会

高体連小樽支部
陸上競技選手権大会

岩城　　1500ｍ　1位　　８００ｍ　1位
佐藤大　走高跳
浦田　　走幅跳　1位　やり投　2位
田中　　走幅跳　2位　　三段跳　3位
盛合　　1500ｍ　3位
馬場　　400ｍ　2位
佐藤萌　400ｍＨ　１位
髙橋優　1500ｍ　2位　　800ｍ　3位
升田　　七種競技　１位　　走高跳　1位
石井　　やり投げ　3位
女子4×100ｍリレー　2位
女子4×400ｍリレー　2位
男子4×400ｍリレー　2位

岩城　　1500ｍ　　８００ｍ
佐藤大　走高跳
浦田　　走幅跳　　やり投
田中　　走幅跳　　三段跳
盛合　　1500ｍ
馬場　　400ｍ
佐藤萌　400ｍＨ
髙橋優　1500ｍ　800ｍ
升田　　七種競技　　走高跳
石井　　やり投げ
女子4×100ｍリレー
女子4×400ｍリレー
男子4×400ｍリレー　　　出場


